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代表質問

市
の
子
ど
も
医
療
費
助
成

大
阪
府
へ
要
望
を

　

議
員　

市
の
子
ど
も
医
療
費

の
完
全
無
償
化
は
大
変
評
価
で

き
ま
す
が
、
大
阪
府
が
対
象
年

齢
を
拡
大
す
れ
ば
市
の
負
担
は

大
幅
に
減
り
ま
す
。
府
に
年
齢

拡
大
、
所
得
制
限
撤
廃
を
強
く

求
め
る
べ
き
で
す
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

現
状
と
し
て
、
府
の

市
町
村
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、

就
学
前
児
童
の
み
を
対
象
と
し
、

所
得
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

府
内
全
市
町
村
は
対
象
年
齢
を

中
学
校
卒
業
以
上
に
拡
充
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
４
府
県

で
は
補
助
対
象
を
15
歳
ま
た
は

18
歳
年
度
末
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
府
に
対
し
、
大
阪
府
市

長
会
を
通
じ
て
、
対
象
年
齢
の

拡
大
や
所
得
制
限
の
撤
廃
な
ど

に
つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

値
上
げ
し
な
い
努
力
を

　

議
員　

水
道
料
金
の
値
上
げ

を
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
値

上
げ
を
し
な
い
努
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
水
道

事
業
会
計
へ
の
繰
り
出
し
の
必

要
性
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

水
道
事
業
会
計
へ
の

繰
り
出
し
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
、
地
方
公
営
企
業
法
の

規
定
や
総
務
省
が
定
め
る
基
準

に
よ
る
も
の
に
限
定
し
て
行
う

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
個

別
事
業
に
係
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
の
必
要
性
に
応
じ
て
実

施
の
有
無
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
、

水
道
料
金
の
改
定
に
当
た
り
、

物
価
高
騰
が
継
続
し
て
い
る
中
、

市
民
生
活
や
事
業
活
動
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、
段
階
的
な
改
定

と
な
る
よ
う
繰
り
出
し
を
行
う

も
の
で
す
。

新
規
就
農
者
を
増
や
す
取
組
は

　

議
員　

新
規
就
農
者
を
増
や

す
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
間
の
高
槻
市
で
の
取
組
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

本
市
の
農
業
の
持
続

的
発
展
と
安
定
し
た
農
業
経
営

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
担
い

手
の
育
成
・
確
保
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
や
大

阪
府
な
ど
と
連
携
し
、
就
農
希

望
者
か
ら
の
相
談
に
、
適
宜
応

じ
る
体
制
を
構
築
し
て
お
り
、

相
談
を
受
け
る
際
、
農
業
経
験

の
有
無
や
農
機
具
の
保
有
状
況

等
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
農
業
用
機

械
等
の
設
備
の
導
入
に
国
費
を

活
用
し
た
支
援
を
実
施
し
、
次

世
代
の
農
業
を
担
う
新
規
就
農

者
が
安
定
し
た
農
業
経
営
を
確

立
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
て
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

議
員　

三
箇
牧
地
域
は
、
本

市
と
合
併
後
70
年
が
経
過
し
て
、

少
子
高
齢
化
等
が
進
み
、
地
元

の
小
学
校
は
２
０
０
人
程
度
の

小
規
模
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
世
代
の
呼
び
込
み
や
地
域

存
続
の
た
め
、
公
立
認
定
こ
ど

も
園
や
小
中
学
校
、
三
箇
牧
支

所
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設

の
複
合
化
や
、
災
害
時
の
避
難

所
に
活
用
で
き
る
施
設
整
備
を

行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

当
該
地
域
は
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

て
高
槻
南
地
域
に
含
ま
れ
、
周

辺
環
境
と
調
和
し
た
計
画
的
な

土
地
利
用
の
誘
導
に
よ
る
集
落

地
の
住
環
境
の
維
持
・
改
善
、

優
良
な
農
地
や
緑
空
間
の
適
切

な
保
全
・
活
用
を
目
指
す
地
域

と
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
複
合
化
等
に
つ

い
て
は
、
大
規
模
改
修
や
更
新

の
際
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
防
災
機
能
を
含
む
多
機

能
化
・
多
目
的
化
に
つ
い
て
も

併
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

三
箇
牧
地
域

公
共
施
設
の
複
合
化
等
で

次
世
代
の
呼
び
込
み
を

　

議
員　

兄
弟
姉
妹
が
別
の
園

に
通
う
児
童
が
８
９
３
人
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
子
育
て

世
帯
の
送
迎
負
担
軽
減
の
た
め
、

兄
弟
姉
妹
の
同
一
園
通
園
の
実

現
や
延
長
保
育
料
の
減
免
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ�

ョ
ン
や
臨
時
保
育
所
の
設
置
に

つ
い
て
、
駅
前
等
で
の
事
業
実

施
に
つ
い
て
多
く
の
強
い
要
望

が
あ
り
ま
す
が
、
市
の
見
解
は
。

　

市
長　

多
子
世
帯
の
送
迎
負

担
軽
減
の
た
め
、
同
園
入
所
に

向
け
、
入
所
選
考
で
さ
ら
に
加

点
す
る
等
を
検
討
し
ま
す
。

　

駅
前
な
ど
で
の
保
育
事
業
に

つ
い
て
は
、
小
規
模
保
育
事
業

所
の
設
置
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

教
育
・
保
育
提
供
区
域
ご
と
の

保
育
需
要
を
注
視
し
、
効
果
的

な
保
育
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

兄
弟
姉
妹

同
一
園
通
園
の
実
現
を

▲�保育所等への送迎負担軽減が
求められる多子世帯
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核廃絶と平和の取組
暮らし守る制度の充実を
誰もが大事にされるまちに
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